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除

雪・排雪
特に

注意してほしい

ポイント

メー
トル

地域名

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

所管先・連絡先 休日・夜間の連絡先
建設部 建設管理課
　　　　"☎24－6341
矢島総合支所 建設課
　　　　"☎55－4955
岩城総合支所 建設課
　　　　"☎73－2015
由利総合支所 建設課
　　　　"☎53－2115
大内総合支所 建設課
　　　　"☎65－2802
東由利総合支所 建設課
　　　　"☎69－2115
西目総合支所 建設課
　　　　"☎33－4616
鳥海総合支所 建設課
　　　　"☎57－2204

☎24－3321
☎24－3319

（休日）☎73－3612
（夜間）☎23－6281

☎55－4955

☎53－2111

☎65－2211

☎69－2110

☎33－2211

☎57－2201

No. 地域名 出　動　拠　点 除雪延長 車道 歩道
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

本　荘

矢　島

岩　城

由　利

大　内

東由利

西　目

鳥　海

由利本荘市役所
克雪管理センター
長保田除雪ステーション
岩城総合支所
亀田体育館
由利地域除雪格納庫
中館ステーション
岩谷ステーション
高尾ステーション
松本ステーション
長坂ステーション
中田代ステーション
東由利総合支所
黒渕車庫
横渡車庫
西目土木機械車庫
長坂除雪センター
長畑除雪センター
百宅除雪センター

340.0

119.5

105.3

116.1

184.6

174.9

99.3

149.1

1,288.8 1,186.1 102.7

309.8

109.7

92.1

107.4

178.0

155.9

84.1

149.1

30.2

9.8

13.2

8.7

6.6

19.0

15.2

0

計

　
川
内
小
学
校
（
仁
部
恵
里
校

長
・
児
童
数
百
三
十
七
人
）と
南

極
の
昭
和
基
地
を
結
ぶ
テ
レ
ビ

会
議「
南
極
教
室
」が
十
一
月
十

九
日
に
行
わ
れ
、
六
年
生
二
十

八
人
が
越
冬
隊
員
と
交
信
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
市
の
Ｙ
Ｂ
ネ
ッ

ト（
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
）に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
衛
星
回
線

を
通
じ
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
昭
和
基
地
と
教

室
が
つ
な
が
れ
た
も
の
で
す
。

　
会
議
で
は
基
地
で
調
理
を
担

当
し
て
い
る
佐
々
木
菊
雄
隊
員

（
横
手
市
十
文
字
町
出
身
）が
第

四
十
九
次
越
冬
隊
の
説
明
や
管

理
棟
内
部
と
周
囲
の
様
子
を
紹

介
。「
南
極
の
海
に
浮
か
ぶ
氷
は

し
ょ
っ
ぱ
い
か
？
」「
南
極
で
吐

く
息
は
白
く
な
る
か
？
」
な
ど

の
「
南
極
ク
イ
ズ
」
が
出
題
さ

れ
、
児
童
は
カ
メ
ラ
に
向
か
っ

て
手
を
挙
げ
、解
答
し
ま
し
た
。

　
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
佐
藤
歌

保
さ
ん
が
「
南
極
の
夏
は
日
本

と
ど
う
違
う
の
で
す
か
」
と
尋

ね
、「
日
本
と
は
季
節
が
逆
で
、

十
二
月
が
真
夏
。
草
や
木
も
な

く
、
花
も
咲
か
な
い
。
一
晩
中

太
陽
が
沈
ま
な
い
、
白
夜
が
続

き
ま
す
」
と
答
え
、
オ
ー
ロ
ラ

や
ペ
ン
ギ
ン
の
画
像
な
ど
が
映

し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
信
が
始
ま
っ
た
午
後
二
時

半
で
も
現
地
は
朝
。
六
時
間
の

時
差
を
感
じ
な
い
中
継
で
の
や

り
取
り
に
、
司
会
を
担
当
し
た

金
澤
未
結
さ
ん
は
「
ア
ザ
ラ
シ

や
ペ
ン
ギ
ン
が
と
て
も
か
わ
い

く
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
南
極
を
身
近
に
感
じ

た
よ
う
で
し
た
。

笑
顔
で
説
明
を
受
け
る
６
年
生

南
極
・
昭
和
基
地
か
ら

隊
員
の
姿
が
モ
ニ
タ
ー
に

シ
ス
テ
ム

※
地
域
外
や
土
石
が
混
入
し
た

雪
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
本
荘
、
矢
島
地
域
以
外

で
排
雪
場
所
に
お
困
り
の
場
合

は
、
各
総
合
支
所
建
設
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

積雪10㌢を目処に除雪車が出動します（平成17年12月、鳥海町百宅で）
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「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
―
―
。

電
話
口
で
、
家
族
が
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た

と
偽
り
、
示
談
金
な
ど
の
名
目
で
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
。
郵
便
や
メ
ー
ル
で
、
あ

り
も
し
な
い
料
金
を
請
求
す
る
「
架
空
請
求
詐
欺
」。

お
金
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
弱
み
に
つ
け
こ
み
、

融
資
を
条
件
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
「
融
資
保
証

金
詐
欺
」。
税
金
な
ど
の
還
付
手
続
き
と
見
せ
か
け
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
「
還
付
金
等
詐

欺
」。
そ
の
手
口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
て
い
る
。 

ダ
マ
さ
れ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
た
だ
一
つ
、 

「
電
話
口
の
相
手
を
信
じ
ず
、振
り
込
む
前
に 

警
察
や
金
融
機
関
の
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
」。 

主
な
手
口
や
対
策
、
注
意
点
な
ど
を
考
え
て
み
よ
う
。 

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
＝
現
金
自
動
預
け
払
い
機
） 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
―
―
―
信
じ
ず
に
冷
静
に
な
っ
て
確
認
を
。 

1

架
空
請
求
詐
欺
―
―
―
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
す
る
こ
と
。 

2

融
資
保
証
金
詐
欺
―
―
―
う
ま
い
話
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
。 

3

還
付
金
等
詐
欺
―
―
―
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
！
。 

4

資料提供・由利本荘警察署 

こ
れ
が
詐
欺
の
手
口
だ 
!!

振り込め詐欺 
撃退法 ミニ 

特集 

 特徴 　優先的な融資制度を紹介するダ

イレクトメールを送りつけ、申し込み

者に対して支払い能力の判断や保証金

などの名目でお金を振り込ませようと

する。被害者の半数が男性。30～40代

女性の被害も多い。 

 手口 　「今回ご案内の届いた方に限

り、特別にご融資」「審査済み。○日間

無担保、無利息」などと謳い、その保

証金を要求する。中には、「悪質な手口

にご注意！」などの文言を記載し、実

在する業者との関連をイメージさせる

ものもある。 

 対策 　安易な融資話には乗らない。正

規の貸金業者は、いかなる名目であっ

ても、融資を前提に現金を振り込ませ

ることはない。保証金などを要求され

た場合は、最寄りの警察署、消費生活

センターなどに相談すること。 

 特徴 　税務署や社会保険事務所の職員

などを名乗り「税金を還付するので、

ＡＴＭで手続きしてほしい」などと話し、

ＡＴＭを操作させて、犯人の預金口座

へ振り替えさせようとする。被害者の

７割が女性で、半数は高齢者。 

 手口　 「税金(高齢者医療保証金)が還

付されます」「家をリフォームした時の

返戻金があります」などと電話し、「還

付の手続きのため、キャッシュカード

と残高のある通帳を持ってＡＴＭへ行

ってください」と誘導。預金残高を確

かめた後、画面の操作方法を指示し、

巧みに現金を振り込ませる。英語のタ

ッチ画面にさせることもある。 

 対策 　ＡＴＭに誘われたら断る。税務

署などがＡＴＭを操作させることはなく、

ＡＴＭを操作してお金が戻ってくるこ

とも絶対にない。税務署などに確認す

る時は、電話帳で調べてからかけること。 

 特徴 　出会い系サイトやアダルトサ

イト番組の利用請求、公的機関を語っ

た債権の譲渡など、身に覚えのない料

金を支払うようメールやハガキで通知し、

支払わなければ法的な手段に訴えるな

どと書き添え、恐怖心をあおる。女性

や若年層が被害者。 

 手口 　「会員登録されました。登録

料○万円を払ってください」「利用した

出会い系サイトの利用料を支払わなけ

れば、民事訴訟の手続きを行います」「地

デジへの移行にかかるアンテナ切り替

え工事費を振り込んでください」…。 

 対策 　覚えのない請求には一切応じ

ず、無視する。メールに表示されたア

ドレスにはアクセスしない。相手にも

連絡しない。 

(ただし、発送元が裁判所の場合は、放

置せずに裁判所に確認すること)

 特徴 　孫や子、警察官、弁護士など、

電話口でさまざまな身分を名乗り、交

通事故の示談金や会社の金を横領した

ための補填金、妊娠中絶の費用など、

借金の返済などの名目でお金を振り込

ませようとする。被害者の７割が女性。

60代以上の高齢女性は要注意。 

 

 手口 「事件(事故)を起こしてしまった」

「会社のお金を使い込んだ。クビになる」

「わいせつ行為や異性問題で示談金がいる」

「今日中にお金が必要だ」… 

 

 対策 　絶対に信じず、徹底して疑うこ

と。子や孫を装いながら、名前を言わ

ないことが多い。「○○か？」と言う前

に相手に名乗らせ、漢字や住所を聞き、

本人かどうかを落ち着いて確認。必ず、

警察に相談すること。 

全国で被害　その防止策とは 全国で被害　その防止策とは 

さ
　
ぎ 

由利本荘警察署
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振り込め詐欺 
撃退法 

ミニ 
特集 

　
県
警
本
部
に
「
対
策
室
」
新
設 

　
市
防
犯
協
会
８
支
部
会
員
で
撲
滅
隊 

　
手
口
は
巧
妙
。
振
り
込
む
前
に
相
談
を 

　
平
成
15
年
以
降
、
全
国
で
多
発 

   

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
は
、
詐
欺
罪
の
一
つ

の
形
態
で
す
。
前
㌻
に
掲
載
し
た
よ
う
に
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」「
融
資
保
証

金
詐
欺
」「
還
付
金
等
詐
欺
」
の
四
つ
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
総
称
で
す
。
「
振
り
込
め
詐
欺
」
は

平
成
十
五
年
以
降
全
国
的
に
多
発
し
、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
だ
け
を
見

て
も
、
九
月
ま
で
に
全
国
で
一
万
七
千
件
弱
が

発
生
し
、
被
害
総
額
は
二
百
三
十
五
億
円
を
超

え
て
い
ま
す
。 

　
電
話
や
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
人

を
不
安
や
混
乱
に
陥
れ
、
気
持
ち
の
弱
み
に
つ

け
込
ん
で
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
悪
質
な
犯
罪
で

す
。
暴
力
団
な
ど
の
資
金
源
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
側
面
も

あ
り
、
警
察
で
は

振
り
込
め
詐
欺
に

注
意
を
呼
び
掛
け
、

そ
の
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
市
内
で
は
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
件
数
は

少
な
い
の
で
す
が
、
架
空
請
求
詐
欺
の
ハ
ガ

キ
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
電
話
に
関
す
る
相
談

は
毎
日
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
悪
質
な
振
り
込
め
詐
欺
を
根
絶
し
、
県
民

の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、
今
年
七
月
、

県
警
察
本
部
に
「
振
り
込
め
詐
欺
対
策
室
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
対
策
室
で
は
「
被
害
防

止
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
制
作
し
、
取
り
締
ま
り
活

動
や
予
防
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。
十
月

は
「
全
国
一
斉
の
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
強
化

推
進
月
間
」
で
し
た
。
全
国
の
警
察
が
各
関

係
機
関
と
連
携
し
、
被
害
防
止
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

　
由
利
本
荘
警
察
署
で
は
①
交
番
・
駐
在
所

の
警
察
官
に
よ
る
高
齢
者
宅
の
訪
問
と
被
害

防
止
の
た
め
の
個
別
指
導
、
②
携
帯
電
話
を

使
用
し
た
金
融
機
関
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に

よ
る
被
害
者
へ
の
早
期
対
応
、
④
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ

ー
ナ
ー
へ
の
ミ
ニ
の
ぼ
り
・
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
の
表
示
に
よ
る
啓
発
、
⑤
金
融
機
関
と
連

携
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
の
積
極
的
な
声

か
け
、
⑥
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
た
被
害
防
止
広
報
、

ロ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
（
駐
車
時
の
施
錠
確
認
）

と
合
わ
せ
た
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

　
ま
た
、
由
利
本
荘
警
察
署
で
は
「
全
国
一

斉
撲
滅
強
化
月
間
」
に
合
わ
せ
、
十
月
十
日

に
市
防
犯
協
会
八
支
部
の
会
員
四
百
五
十
五

人
の
皆
さ
ん
を
「
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
隊
」

に
指
名
し
ま
し
た
。
来
年
三
月
末
ま
で
、
振

り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
活
動
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
石
脇
地
区
の
お
宅
へ

の
訪
問
活
動
の
後
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
前
で
被
害
防
止
を
呼
び
か
け
、
防
犯

協
会
と
合
同
で
制
作
し
た
標
語
入
り
の
タ
オ

ル
を
配
布
し
ま
し
た
。 

  

　
多
く
の
方
が
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害

が
一
向
に
減
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
だ
け
犯
人

の
手
口
が
巧
妙
だ
か
ら
で
す
。「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
だ
」
と
思
わ
ず
に
、
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
と
に
か
く
「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
！
」
と
言
わ
れ
て
も
、
あ
わ
て

て
振
り
込
ま
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
振
り
込
む

前
に
身
近
な
人
や
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
、

金
融
機
関
の
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

秋田中央警察署警務課勤務などを経て 
平成18年に由利本荘署配属。 

由利本荘警察署 警務課 

橋美紀子 

巡査長 
 

 

警
察
が 

進
め
る 

作
戦 

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
守
る

秋
田
県
警
察
。
そ
の
最
前
線
で
、 

「
振
り
込
め
詐
欺
」
被
害
の
防
止

に
当
た
る
由
利
本
荘
警
察
署
警
務

課
　
橋
美
紀
子
巡
査
長
に
取
り
組

み
な
ど
を
聞
い
た
。 

「
振
り
込
め
詐
欺
詐
欺
」の
撲
滅
期
し

撲
滅
期
し
、 

 

声
か
け
な
ど
強
化
強
化 

 「
振
り
込
め
詐
欺
」の
撲
滅
期
し
、 

 

声
か
け
な
ど
強
化 

 

 ① 不慮の事態を装う電話を受けてもあわてない。 

　  動揺しない。  

 ② 家族にしかわからないことを聞き、知っているか 

　  どうか確認する。「忙しいからかけ直す」と伝え、

　  相手の電話番号を聞き出す。 

 ③ お金にまつわる話はまず疑ってかかること。 

　  警察や金融機関の窓口などで相談すること。 

 ④ 架空請求などは一度でも支払うと、続けて請求さ 

　  れる場合があるので、無視すること。 

 

■主な相談窓口 
　県民安全相談センター  　  　♯９１１０、 

　　　　　　　　　☎�０１８－８６４－９１１０ 

　秋田県警察本部　☎�０１８－８６３－１１１０ 

　由利本荘警察署　☎�２３－４１１１ 

　市交通防災課　　☎�２４－６２５１ 

   

■ダマされたと思ったら  
　振り込め詐欺の被害に気づいた時は、すぐに警察へ

届け、金融機関にも連絡してください。 

(「振り込め詐欺救済法」に基づく救済が行われます) 

■振り込め詐欺」の被害に遭わないために 

プロのアドバイス 

「手口は巧妙。 
振り込む前に 
相談を」 

警察・金融機関 

撲
滅
隊
に
よ
る
家
庭
訪
問 

ぼ
く
め
つ 

岩城、稲川、東由利支店などを経て平成18 
年から由利支店勤務。58歳、一番堰住。 

窓
口
で
の
声
か
け
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布 

　
平
成
十
八
年
九
月
、
六
十
代

後
半
の
女
性
が
「
息
子
か
ら
電

話
が
あ
り
、
振
り
込
み
た
い
」

と
窓
口
に
見
え
ま
し
た
。
や
は

り
、
あ
わ
て
た
様
子
で
、
振
込

手
数
料
も
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

振
込
先
が
あ
い
ま
い
な
う
え
に
、

百
五
十
万
円
を
超
え
る
金
額
だ

っ
た
た
め
、
職
員
が
息
子
さ
ん

に
確
認
す
る
よ
う
話
し
ま
し
た
。 

　
す
る
と
、
そ
の
息
子
さ
ん
は

数
日
前
に
携
帯
電
話
を
紛
失
し

て
い
た
そ
う
で
、
そ
れ
を
拾
っ

た
犯
人
か
ら
の
電
話
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

電
話
で
の
犯
人
は
、
家
族
で
も

わ
か
ら
な
い
ぐ
ら
い
、
迫
真
の

演
技
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
東
由
利
支
店
で
も
前

年
に
同
様
の
事
例
が
あ
り
ま
し

た
。
「
振
り
込
み
の
仕
方
を
教

え
て
ほ
し
い
」
と
の
高
齢
女
性

の
話
の
内
容
が
高
額
で
お
か
し

い
と
感
じ
、
駐
在
所
の
警
察
官

に
来
て
も
ら
っ
て
、
振
り
込
め

詐
欺
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。 

　
金
融
機
関
で
は
、
振
り
込
め

詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
、
窓
口

で
の
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
し
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
「
携
帯
電 

話
の
使
用
禁
止
」
の
張
り
紙
を

し
、
事
務
室
か
ら
も
注
意
し
て

見
て
い
ま
す
。
警
察
官
も
毎
日

巡
回
し
て
く
れ
ま
す
。
併
せ
て

渉
外
担
当
の
職
員
が
家
庭
を
回

っ
た
際
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
、
被

害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
犯
人
か
ら
は
「
誰
に
も
言
わ

な
い
で
」
と
電
話
口

で
口
止
め
さ
れ
る
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
を

真
に
受
け
た
時
点
で
被
害
者
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感
じ

た
ら
、
振
り
込
む
前
に
金
融
機

関
の
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

実際に水際で被害を防止した金融機関に聞く 

頼
み
の
綱 

金
融
機
関 

で
は 

冷
静
な
確
認
を
促
し
た 

窓
口
で
の
声
か
け
が
奏
功
―
― 

羽後信用金庫由利支店 

斉 藤 伸 一  

支店長 
 

※
こ
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
契
約
を
さ
せ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る 

　
「
カ
ー
ド
詐
欺
」
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
切
り
替
え
る
と
偽 

　
り
、
カ
ー
ド
を
詐
欺
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
」
な 

　
ど
新
た
な
手
口
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 
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市
の
人
事
行
政
運
営
状
況 

平
成
20
年
度
　
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
・
勤
務
条
件
な
ど 

人
事
概
要 

公
表
し
ま
す 

1

区分 実質収支 住民基本台帳 
人口（年度末） 

歳 出 額  
　 　 Ａ  

人 件 費  
　 　 Ｂ  

人件費率 
　　Ｂ / Ａ 

（参考）18年度 
の人件費率 

19年度 
人 

88,271
千円 

52,305,313
千円 

1,095,215
千円 

9,980,417
％ 
19.1

％ 
20.3

（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。 

人件費の状況（普通会計決算） 

2 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区分 

19年度 
人 

1,128
千円 

4,349,816
千円 

716,491
千円 

1,753,627
千円 

6,819,934
千円 
6,046

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。 
　　　２　職員数は平成19年４月１日現在の人数です。 

職 員 数  
　 　 Ａ  

給　　　　与　　　　費 一人当たり 
給与費Ｂ/Ａ 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ 

3 ラスパイレス指数 

年度 19年 

数値（％） 
（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と 
　　　した場合の、市職員の給与水準を示す指数です。 

4 職員の平均年齢、平均給料月額および 
平均給与月額の状況（平成20年４月１日現在） 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

一　般 
行政職 

技　能 
労務職 

消防職 

44.04歳 

48.04歳 

41.02歳 

330,591円 

285,674円 

298,301円 

370,599円 

305,898円 

372,195円 

5 職員の初任給の状況 
（平成20年４月１日現在） 

区分 一般行政職 消 防 職  

大学卒 

高校卒 

172,200円 

140,100円 

172,200円 

140,100円 

（注）１　平均給料月額は、各職種毎の職員の基本給の平均です。 
　　　２　平均給与月額は、給与月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。 

6 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成20年４月１日現在） 

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一般行政職 

技能労務職 

消　防　職 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

高校卒 

250,013円 

211,408円 

202,650円 

205,856円 

292,980円 

260,225円 

225,620円 

258,267円 

348,040円 

291,911円 

246,950円 

294,443円 

7 一般行政職の級別職員数の状況（平成20年４月１日現在） 

　総務省ホームページ「地方公共団体給与システム」（http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/j-k-system/index.html） 

△
 

（注）１人当たり平均支給額は、平成19年度退職者に支給されたものの平均です。 

区　　分 一人当たりの平均 
支給額（19年度） 

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 その他の 
加算措置 

自己都合 

定年・勧奨 

2,404千円 

22,941千円 

23.50月分 

30.55月分 

33.50月分 

41.34月分 

47.50月分 

59.28月分 

59.28月分 

59.28月分 

定年前早期退職 
特例措置 

（2～20％加算） 

②退職手当（平成20年４月１日現在） 

区　　分 支給割合（19年度） 職制上の段階、職務の 
級等による加算措置 

一人当たりの平均 
支給額（19年度） 

期末手当 

勤勉手当 

2.90月分 

1.45月分 

①期末手当・勤勉手当 

8 職員の手当の状況（普通会計職員） 

（注）１　由利本荘市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 

合計 
675人 

主事・技師 
37人5.5％ 

主任・ 
主任技師 
81人12.0％ 

次長・課長 
86人12.7％ 

主査 
194人28.7％ 課長補佐 

・副参事 
105人15.6％ 

課長・参事 
145人21.5％ 

部長・政策監 
27人4.0％ 

給与・手当の概要 

③特殊勤務手当（平成20年４月１日現在） 

支給実績（19年度） 

支給職員１人当たり平均支給年額（19年度） 

職員全体に占める手当支給職員の割合（19年度） 

手当の種類（手当数） 

29,553千円 

141,402円 

18.5％ 

10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価 

市税事務従事手当 

防疫等作業従事手当 

行 旅 死 亡 人  
収 容 従 事 手 当  

医療業務従事手当 

老 人 福 祉 施 設  
勤 務 手 当  

災害業務従事手当 

救急業務従事手当 

夜 間 特 殊 業 務  
従 事 手 当  

清掃業務従事手当 

税 務 職  

一 般 行 政 職  
技 能 労 務 職  

福 祉 職  

医 師  

福 祉 職  
技 能 労 務 職  

消 防 職  

消 防 職  

消 防 職  

一 般 行 政 職  
技 能 労 務 職  

個別徴収事務 

防疫業務 

行旅死亡人収容業務 

医療業務 

老人福祉施設業務 

火災・救助等の災害業務 

救急業務 

夜間特殊業務 

ごみ処理業務 

従事した日　日額500円 
月額5,000円が上限 

従事した日　日額500円 

１回　1,000円 

従事した月　月額130万円 

従事した日　日額300円 
月額5,000円が上限 

１回　200円 

１回　200円 
１回　350円（救急救命士） 

２時間未満　１回　410円 
２時間以上５時間未満 
　　　　　　１回　730円 
５時間以上　１回 1,100円 

２時間未満　１回 2,000円 
２時間以上４時間未満 
　　　　　　１回 2,900円 
４時間以上　１回 3,300円 

従事した日　日額500円 
月額5,000円が上限 

④時間外勤務手当 

支給実績 職員一人当たり平均支給年額 

18年度決算 

19年度決算 

202,795千円 175千円 

228,734千円 203千円 

（注）夜間勤務手当を含みます。 

⑤その他の手当（平成20年４月１日現在） 

手当名 内容および支給単価 国の制度と 
の異同・内容 

支給実績 
（19年度決算） 

支給職員 
１人当たり 
平均支給年額 

扶養親族のある職員に対して支給 
・配偶者 13,000円 
・配偶者以外 6,500円 
（配偶者がない場合、そのうち1人につき） 11,000円 
・子の特定期間加算額 5,000円 
（16歳年度始め～22歳年度末） 

自宅または借家に居住する職員に支給 
・自宅（新築・購入から５年間） 2,500円 
・借家（月額12,000円以上の家賃を支払っている職員 
　に家賃額に応じて支給） 限度額27,000円 
 
通勤距離が２km以上である職員に支給 
・交通用具使用（通勤距離に応じて支給） 
 2,000～24,500円 
・交通機関利用（実費） 限度額55,000円 
 
管理または監督の地位にある職員に、区分に応じて 
17,100円～54,500円を支給 

宿日直を行った職員に支給（勤務時間が５時間未満の 
場合は50％を乗じた額） 
・普通宿日直 4,200円 
・鳥海診療所および鳥海荘 5,900円 
・畜産センター 5,100円 
・常直的な宿日直（月の１／２超） 21,000円 
・常直的な宿日直（上記以外） 10,500円 

休日等において正規の勤務時間に勤務した場合、１時間 
当たりの給料単価に135％を乗じた額を支給 

11月から３月までの各月の初日に在職する職員に支給 
・世帯主で扶養親族のある職員 17,800円 
・世帯主で扶養親族のない職員 10,200円 
・その他の職員 7,360円 

扶 養 手 当  

住 居 手 当  

通 勤 手 当  

管 理 職 手 当  

宿 日 直 手 当  

休日勤務手当 

寒 冷 地 手 当  

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

同じ 

異なる 

（支給地域） 

138,990千円 

24,495千円 

66,437千円 

85,938千円 

6,401千円 

56,783千円 

79,187千円 

214,491円 

148,455円 

74,816円 

401,579円 

188,265円 

144,119円 

69,891円 

給
与
・
定
員
管
理
な
ど 

 
1

93.2

役職加算　5～15％ 1,555千円 

夜間看護業務従事手当 看 護 職  診療所夜間看護業務 

　
地
方
公
務
員
法
第
五
十
八
条
の
二
お
よ
び
由
利

本
荘
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管

理
、
勤
務
条
件
な
ど
、
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
は
、
全
国
で

統
一
さ
れ
た
公
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
総
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
全
国
の
地
方
公
共
団
体
と

本
市
の
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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定員管理の状況 その他 
9 特別職の報酬等の状況（平成20年４月１日現在） 

区　　分 市　　　長 副　市　長 

給料・報酬月額  

期末手当（平成19年度） 

退 職 手 当  

寒 冷 地 手 当  

(873,000円) 900,000円 (689,000円) 710,000円 

3.25月分 

一般職に同じ 

給料×0.47×在職月数 給料×0.28×在職月数 

区　分 議　　長 副 議 長  議　　員 常任・議会運営委員長 

報酬月額 

期末手当 

427,000円 377,000円 359,000円 367,000円 

3.25月分 

10 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） 11 年齢別職員構成の状況（平成20年４月１日現在） 

区　分 
部　門 

職　員　数 

平成19年度 平成20年度 
前年度 
増減数 

主な増減理由 

普
　
通
　
会
　
計
　
部
　
門 

会

計

部

門

 

公
営
企
業
等 

一

般

行

政

部

門

 

議 会  

総 務  

税 務  

民 生  

衛 生  

農林水産 

 
商 工  

土 木  

　 計 　  

 
教 育 部 門  

消 防 部 門  

小 計  

水 道  

下 水 道  

そ の 他  

小 計  

合　　　　計 

国体事務局の廃止 

 

臨時職員による代替措置 

衛生部門の体制強化 

班の体制強化と常勤的臨時職員の解消 
 

常勤的臨時職員の解消 

常勤的臨時職員の解消 

〈参考〉 
人口1,000人当たり職員数　8.33人 

課の統廃合による縮小 

 
〈参考〉 
人口1,000人当たり職員数　12.54人 

指定管理者制度移行による縮小 

〈参考〉 
人口1,000人当たり職員数　14.26人 

（注）１　職員数は一般職（教育長を含む）に属する職員数です。 
　　　２　［　  ］内は、条例定数の合計です。 

（注）職員数は一般職に属するうち教育長を除いた職員数です。 

12 定員管理の数値目標および進捗状況（各年４月１日現在） 
①平成17年４月１日～平成22年４月１日における定員管理の数値目標 

平成17年４月１日 
職　員　数 

平成22年４月１日 
職　員　数 

純　減　数 純　減　率 

1,453人 1,312人 141人 9.7％ 

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（各年４月１日現在） 

区　分 
部　門 

一般行政 
部　　門 

教育部門 

消防部門 

公営企業等 
会計部門 

計 

職員数 

増　減 

職員数 

増　減 

職員数 

増　減 

職員数 

増　減 

職員数 

増　減 

17年 
計画始期 

18年 
１年目 

19年 
２年目 

20年 
３年目 

18～20年 
計 

〈参考〉 
数値目標 

（注）１　計画期間は、22年までの５年間です。 
　　　２　（％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています。 
　　　３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては 
　　　　　計画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示します。 

1 職員の任免および職員数に関する状況 
①職員の採用、退職の状況 

採　　　用 

退　　　職 
定年退職 

勧奨退職 

普通退職 

23人 

148人 

52人 

6人 

90人 

平成20年4月1日 

平成19年度中 

※他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。 

②職員数の状況（平成20年４月１日現在） 

区　　　　分 定　数 
職　　　　員　　　　数 

計 部長級 課長級 課長補佐級 主査級 主任級 主事級 

市長部局 

総務部 

企画調整部 

市民環境部 

福祉保健部 

農林水産部 

商工観光部 

建設部 

行政改革推進本部 

出納室 

議会事務局 

選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

農業委員会事務局 

教育委員会事務局 

消防本部 

ガス水道局 

合　　　　　　計 

2 勤務条件など 

2 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 3 職員の分限および懲戒処分の状況職員の分限および懲戒処分の状況 
（平成19年度） 

職員の分限および懲戒処分の状況 
（平成19年度） 月曜日～金曜日（休日を除く） 

勤務時間：午前８時30分～午後５時15分 
　　　　　（うち休憩時間45分、休息時間30分） 
※このほか、療養休暇、組合休暇、病気休暇、特別休暇、 
　介護休暇が必要と認められる場合に与えられます。 

4 職員の服務の状況 
年次有給休暇の取得状況（一般職） 
総付与日数 
（ａ） 

総取得日数 
（ｂ） 

全対象職員数 
（ｃ） 

平均取得日数 
（ｂ）/（ｃ） 

取得率 
（ｂ）/（ａ） 

27,208日 7,016日 689人 10.2日 25.8％ 

※全対象職員とは、平成19年１月１日から平成19年12月31日までの 
　全期間を在職した一般職の職員であり、中途に採用された者や退職 
　した者、育児休業者は除いています。 

6 職員の福祉および利益の保護の状況 
職員の健康管理のため、毎年健康診断を実施しています。 

区　　分 

受診者数 

健 康 診 断  

1,172人 

健 康 相 談  

240人 

（平成19年度） 

7 公正委員会の業務の状況 
①不利益処分に関する不服申立の状況 
職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた場合、 
公平委員会に不服申立てができます。 

年度当初係属件数 年度当初係属件数 年度中申立件数 年度中処理件数 年度末係属件数 

０件 ０件 ０件 ０件 

②勤務条件に関する措置の要求の状況 
職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会 
に対して、市当局より適切な措置がとられるべきことを要求 
することができます。 

年度当初係属件数 年度当初係属件数 年度中申立件数 年度中処理件数 年度末係属件数 

０件 ０件 ０件 ０件 

分限処分 

懲戒処分 

処分の種類 処分者数 

降　格 

休　職 

免　職 

降　任 

免　職 

停　職 

減　給 

戒　告 

0人 

2人 

0人 

0人 

0人 

0人 

6人 

1人 

5 職員の研修および勤務成績の評定の状況 
職員の研修状況　　　　　（平成19年度） 

研　修　名 
 

コース数 受講者数 

新規採用職員研修 

課長研修 

課長補佐研修 

係長研修 

海外研修 

市町村職員中央研修所研修 

公務員倫理研修 

財政状況職員研修 

行政法研修 

メンタルヘルス研修 

プレゼンテーション能力向上研修 

クレーム対応研修 

県・市町村職員合同研修 

2回 

1回 

2回 

1回 

1回 

2回 

10回 

4回 

1回 

2回 

1回 

4回 

9回 

11人 

3人 

6人 

2人 

2人 

2人 

550人 

300人 

4人 

4人 

1人 

11人 

12人 

勤務成績の評定の概要 
　年１回の定期昇給、６月・12月の勤勉手当支給 
の際に職員の勤務成績の評定を行っています。 

8 

269 

53 

171 

90 

96 

 
43 

86 

816

228 

186 

1,230

50 

20 

85 

155

50 

20 

82 

152

1,385 
［1,497］ 

1,259 
［1,497］ 

△126 
［0］ 

8 

228 

54 

145 

96 

90 

 
36 

78 

735

188 

184 

1,107

0 

△41 

1 

△26 

6 

△6 

 
△7 

△8 

△81 

 
△40 

△2 

△123 

 

0 

0 

△3 

△3

※各部門の減少理由には常勤的臨時職員の解消 
　もあります。 

863 

247 

185 

158 

1,453

832 

△31 

243 

△4 

190 

5 

162 

4 

1,427 

△26

816 

△16 

228 

△15 

186 

△4 

155 

△7 

1,385 

△42

735 

△81 

188 

△40 

184 

△2 

152 

△3 

1,259 

△126

748 

△115 

222 

△25 

190 

5 

152 

△6 

1,312 

△141

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

△128（ 111.3％） 

△59（ 236.0％） 

△1（△20.0％） 

△6（ 100.0％） 

△194（ 137.6％） 

合　計 
1,258人 

20歳未満　10人 

20～23歳　35人 60歳以上 １人 

24～27歳 
77人 

28～31歳 
102人 

32～35歳 
127人 

36～39歳 
116人 

40～43歳 
82人 

44～47歳 
118人 48～51歳 

154人 

52～55歳 
206人 

56～59歳 
230人 

967

9 

6 

4 

8 

237 

197 

69 

1,497

810 

174 

53 

96 

249 

79 

36 

106 

6 

11 

8 

3 

3 

7 

187 

185 

55 

1,258

22 

9 

1 

1 

3 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

3 

32

123 

30 

7 

15 

24 

18 

4 

16 

4 

5 

1 

0 

1 

1 

26 

10 

14 

176

226 

36 

11 

32 

82 

20 

11 

33 

0 

1 

3 

1 

0 

4 

31 

70 

12 

347

220 

46 

17 

22 

59 

28 

13 

31 

1 

3 

3 

1 

1 

1 

26 

45 

13 

310

118 

27 

12 

16 

43 

4 

4 

11 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

25 

29 

7 

179

101 

26 

5 

10 

38 

7 

2 

13 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

78 

29 

6 

214

（注）市長・副市長の給料・報酬月額欄の（　　）内の額は 
　　　平成20年４月１日から平成21年３月31日までの額です。 



「
笑
顔
」
の
写
真
を
募
集
！
　
対
象
▼
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市
内
在
住
）

　
内
容
▼
写
真
１
枚
、
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
性

別
・
住
所
・
○
○
さ
ん
ち
の
○
○
・
電
話
番
号
、
広
報
紙
へ
の
意
見
や
感
想
な
ど

　
申
し
込
み
▼
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
広
報
広
聴
課
へ
（
あ
て
先
は
巻
末
に
掲
載
）

■
経
済
産
業
大
臣
表
彰

 

小
池
新
市
さ
ん
（
親
川
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

 

社
会
福
祉
法
人
　
本
荘
久
寿
会
　
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
（
西
目
町
海
士
剥
）

■
厚
生
労
働
統
計
・
大
臣
官
房
統
計
情
報
部

長
表
彰
　

 

今
藤
正
義
さ
ん
（
西
目
町
出
戸
）

■
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査
統
計

部
長
感
謝
状

 

長
岐
林
子
さ
ん
（
石
脇
）
、
佐
藤
陽
子
さ

ん
（
東
由
利
老
方
）
、
斎
藤
英
樹
さ
ん
（
川

口
）
、
菅
野
重
孝
さ
ん
（
鳥
海
町
上
笹
子
）
、

佐
藤
喜
代
士
さ
ん
（
土
倉
）

■
県
知
事
表
彰

 

佐
藤
節
子
さ
ん
（
矢
島
町
七
日
町
）
、
菅

野
重
孝
さ
ん
（
鳥
海
町
上
笹
子
）

    

第
八
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
お
お
い
た
大
会
陸
上
競
技
で
、
岡

村
さ
ん
が
百
㍍
走
で
金
メ
ダ
ル
、
二
百
㍍
走

で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

﹇
10
月
11
〜
13
日 

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
﹈

■
壮
年
男
子
百
㍍
走 

１
位
　
岡
村
博
之
さ
ん（
38
歳
・
水
林
新
生
園
）

 

東
北
地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
・
東

北
地
区
公
民
館
大
会
が
十
月
十
六
日
に

開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

■
東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
長
表
彰 

 

木
嶋
昭
雄
さ
ん
（
市
社
会
教
育
委
員

の
会
会
長
・
久
保
田
） 

 

三
森
喜
一
郎
さ
ん
（
同
副
会
長
・
小

人
町
）

■
県
公
民
館
連
合
会
長
表
彰 

　
高
橋
喜
一
郎
さ
ん
（
大
内
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
・
岩
谷
町
）

 

高
瀬
小
学
校
（
石
井
満
彦
校
長
・
児
童
数
百
十
四

人
）
が
ア
ル
ミ
缶
回
収
優
秀
校
と
し
て
ア
ル
ミ
缶
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
校
は
ア

ル
ミ
缶
の
回
収
に
よ
る
換
金
で
ネ
パ
ー
ル
の
児
童
を

支
援
し
て
お
り
、
今
年
は
九
カ
月
で
児
童
一
人
当
た

り
五
・
六
㌔
の
空
き
缶
を
回
収
。
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
や
家
庭
で
も
協
力
し
、
地
域
全
体
で
の
取
り
組
み

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

  
 
 

第
五
十
八
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
県
選
考
が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
校
各

部
で
次
の
作
品
が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

■
小
学
生
の
部

 

川
内
小 

六
年
　
佐
藤
海
美
さ
ん（
鳥
海
町
上
川
内
）

　
「
人
を
思
い
や
る
大
切
さ
」

■
中
学
生
の
部

 

鳥
海
中 

三
年
　
佐
藤
美
咲
さ
ん
（
鳥
海
町
小
川
）

　
「
地
域
の
和
・
輪
」

　
第
二
十
一
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
県
選
抜
小
学

校
水
泳
競
技
大
会
が
十
一
月
二
日
、
五
城

目
町
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
児
童
が
活
躍

し
ま
し
た
。

■
男
子
五
十
㍍
背
泳
ぎ

１
位
　
浦
山
　
猛
君
（
新
山
小
・
五
年
・
石
脇
）

■
男
子
百
㍍
背
泳
ぎ

１
位
　
浦
山
　
猛
君
（
新
山
小
・
五
年
）

２
位
　
太
田
光
一
郎
君
（
鶴
舞
小
・
六
年
・
鶴
沼
）

■
男
子
五
十
㍍
平
泳
ぎ
、
百
㍍
平
泳
ぎ

２
位
　
村
井
諄
弘
君
（
新
山
小
・
六
年
・
石
脇
）

■
男
子
二
百
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

１
位
　
新
山
小
学
校
　
村
井
諄
弘
君
、
佐
々

　
木
祐
君
（
六
年
・
石
脇
）
、
齋
藤
寛
樹

　
君
（
六
年
・
石
脇
）
、
浦
山
　
猛
君

■
男
子
二
百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

１
位
　
新
山
小
学
校
　
佐
々
木
君
、
村
井 

　
君
、
浦
山
君
、
齋
藤
君

■
女
子
百
㍍
自
由
形

１
位
　
猪
又
映
夏
さ
ん
（
新
山
小
・
六
年
・
石
脇
）

■
女
子
五
十
㍍
自
由
形

２
位
　
猪
又
映
夏
さ
ん
（
新
山
小
・
六
年
）

■
女
子
二
百
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

３
位
　
新
山
小
学
校
　
山
科
麻
由
子
さ
ん

　
（
四
年
・
石
脇
）
、
篠
　
　
暖
さ
ん
（
四

　
年
・
同
）
、
鈴
木
　
汐
さ
ん
（
五
年
・

　
同
）
、
猪
又
映
夏
さ
ん

■
女
子
二
百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

３
位
　
新
山
小
学
校
　
山
科
さ
ん
、
鈴
木

　
さ
ん
、
篠
　
さ
ん
、
猪
又
さ
ん

■
男
子
優
勝
・
男
女
総
合
優
勝

　
　
新
山
小
学
校

木
嶋
委
員
、
三
森
委
員
に
表
彰
状

猪
股
朝
男
さ
ん
ち
の
悠
奈
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）
二
番
堰

小池さん

岡村さん

献
穀
箱
を
手
に
記
念
撮
影
に
収
ま
る
伊
豆

秀
一
さ
ん（
前
列
左
か
ら
二
人
目
）と
智
和

子
さ
ん（
左
）。
右
は
成
田
さ
ん
ご
夫
妻
。

 

天
皇
陛
下
が
宮
中
で
開
か
れ
る
新
嘗

祭
に
、
伊
豆
秀
一
さ
ん
（
60
歳
・
矢
島

町
立
石
）
の
粟
が
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

 

新
嘗
祭
は
今
年
の
五
穀
の
収
穫
を
感

謝
す
る
皇
室
行
事
で
、
全
国
の
献
穀
斎

田
で
収
穫
、
献
納
さ
れ
た
米
、
粟
が
使

用
さ
れ
ま
す
。
五
月
に
種
を
蒔
い
た
伊

豆
さ
ん
の
粟
は
十
月
二
日
に
刈
り
取
ら

れ
、
同
月
二
十
八
日
に
皇
居
で
献
納
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

「
初
め
て
の
栽
培
で
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、県
・
市
の
指
導
を
い
た
だ
き
無
事

に
収
穫
、お
納
め
で
き
ま
し
た
。誇
り
に
思

い
ま
す
」
と
大
役
を
果
た
し
た
喜
び
を

話
し
た
伊
豆
さ
ん
。
式
に
は
ご
夫
妻
で

出
席
し
、
精
粟
五
合
を
献
納
し
ま
し
た
。

 

精
米
は
鹿
角
市
の
成
田
誠
さ
ん
が
栽

培
、
収
穫
し
一
緒
に
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

に
い

な
め

あ
わ

秋から冬。寒暖の差の大きい季節の変わり目です。カゼなどひきませんようご注意ください。

高橋委員 三森委員 木嶋委員

訂正・
おわび



●
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　

12
月
の
毎
週
木
曜
日
　
午

　
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

●
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き
　

12
月
10
日（
水
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
附
属
会
館
３
号

　
室

●
弁
護
士
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　

12
月
15
日（
月
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
第

　
５
会
議
室

▽
受
け
付
け
　
12
月
８
日（
月
）午
前

　
８
時
30
分
〜

●
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
と
き
　
毎
日
　
午
前
10
時
〜
午
後

　
５
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

※
右
記
以
外
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

　
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談

　
室
の
職
員
が
随
時
対
応
し
て
い
ま

　
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
市
民
相
談
室（
☎
24
―
６
２
５
１
）

　
12
月
の
木
曜
日
は
窓
口
を
午
後
８

時
ま
で
延
長
し
、
市
税
の
納
付
と
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
設
場
所
　
市
役
所
収
納
課
窓
口

▽
開
設
日
時
　
12
月
４
日
、
11
日
、

　
18
日
、
25
日
の
木
曜
日

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
失
業

や
廃
業
に
よ
っ
て
生
活
の
維
持
が
困

難
と
な
っ
た
世
帯
を
対
象
に
生
活
資

金
の
借
入
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き
　
12
月
12
日（
金
）午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
鶴
舞
会
館
　
第
４
学
習

　
室

▽
対
象
者
　
生
計
中
心
者
、
失
業
し

　
て
か
ら
原
則
２
年
以
内
の
方
、
雇

　
用
保
険
受
給
修
了
者
、
就
労
す
れ

　
ば
生
活
の
見
通
し
が
あ
る
方
（
負

　
債
の
た
め
生
活
維
持
困
難
者
は
不

　
可
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
福
祉
協

　
議
会
（
☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２

　
７
１
１
）

　
旧
由
利
組
合
総
合
病
院
跡
地
整
備

の
た
め
、
市
道
表
尾
崎
町
線
の
一
部

区
間（
本
荘
駅
前
郵
便
局
前
）で
、
函

渠
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。
迂
回
路

に
よ
り
通
行
を
確
保
し
ま
す
が
、
通

行
に
は
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
工
事
期
間
　
12
月
上
旬
〜
12
月
末

※
天
候
の
状
況
な
ど
に
よ
り
期
間
を

　
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
都
市
計
画
課

　（
☎
24
―
６
３
３
２
）

●
乙
種
第
４
類

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
10
日（
水
）、

　
11
日（
木
）・
秋
田
市
文
化
会
館

●
丙
種

▽
と
き
・
と
こ
ろ
　
12
月
７
日（
日
）・

　
県
社
会
福
祉
会
館
（
秋
田
市
）

▽
試
験
日
　
平
成
21
年
１
月
18
日

　（
日
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
申
込
書
配
布
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
22
―
４

　
２
８
２
）、
本
荘
消
防
署（
☎
22
―

　
０
０
１
１
）、
矢
島
消
防
署
（
☎

　
55
―
２
１
１
１
）
お
よ
び
各
分
署

▽
と
き
　
12
月
11
日（
木
）

▽
受
け
付
け
　
午
前
９
時
30
分
〜
10

　
時

▽
終
了
時
間
　
正
午
こ
ろ

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
未
就
学
の
子
ど
も
と
親

▽
内
容
　
①
親
子
で
楽
し
む
エ
ク
サ

　
サ
イ
ズ
　
▽
講
師
　
フ
リ
ー
ト
レ

　
ー
ナ
ー
　
坂
本
　
裕
子
さ
ん
、
②

　
子
ど
も
の
病
気
・
事
故
〜
ど
う
す

　
る
？
「
も
し
も
・
・
・
」
の
と
き

　
の
対
処
法
　
▽
講
師
　
本
荘
消
防

　
署
救
急
救
命
士

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
12
月
10
日（
水
）ま
で
、
本
荘
保
健

　
セ
ン
タ
ー
（
☎

　
22
―
１
８
３
４
）

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩

行
者
も
交
通
マ
ナ
ー

を
守
り
、
ゆ
と
り
を

も
っ
て
相
手
を
思
い

や
り
な
が
ら
行
動
し
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。
飲
酒
運
転
は
、
被

害
者
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
悲
劇
を

も
た
ら
し
ま
す
。
飲
酒
運
転
撲
滅
は

多
く
の
人
た
ち
の
願
い
で
す
。
「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
ら
せ
な
い
」

を
心
が
け
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人
も
飲

ま
せ
た
人
も
注
意
し
あ
い
な
が
ら
、

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
を
解
決
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
本
人
拉
致
事
案
に
関
し
て
情
報

を
お
持
ち
の
方
は
、
県
警
察
本
部

（
☎
０
１
８
―
８
６
３
―
１
１
１
１
）

ま
た
は
由
利
本
荘
警
察
署
（
☎
23
―

４
１
１
１
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

大
沢
川

仮設
迂回
路

本荘駅前
郵便局

工事区間

エ
ネ
オ
ス

ス
タ
ン
ド

→←

→←

　
市
内
五
校
の
高
校
二
年
生
を
対

象
と
し
た
「
高
校
生
就
職
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
'08
」
が
十
一
月

十
八
日
、
十
九
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル
で
開

催
さ
れ
、
約
三
百
五
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
本
荘
公
共
職

業
安
定
所
の
岩
谷
一
所
長
が
「
働

く
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
。「
進
路

を
決
め
る
と
き
は
親
や
先
生
と
よ

く
話
し
合
い
、
自
分
の
意
見
を
き

ち
ん
と
主
張
す
る
こ
と
が
大
切
。

高
卒
者
の
三
年
後
の
離
職
率
は
約

五
十
％
と
高
い
。
く
じ
け
な
い
で

頑
張
る
姿
勢
を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
渡
辺
和
人
君
（
由
利
工
・
に
か

ほ
市
）
は
「
景
気
が
悪
く
て
不
安

が
あ
る
。
普
段
の
勉
強
や
こ
れ
か

ら
の
職
業
探
し
な
ど
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
東
由
利
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
石
綿
喜
代

隆
会
長
）
の
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典

が
十
一
月
一
日
、
有
鄰
館
で
行
わ
れ
、

関
係
者
が
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
こ
の

式
典
は
東
由
利
ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
発
足
二
十
周
年
と
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、
石
綿
会
長
は
式
辞
の
中
で
「
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
力
と
し
、
今
後
も
地
域

と
と
も
に
進
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、「
甲
子
園
三
度
の
土
」

と
題
し
て
本
荘
高
校
硬
式
野
球
部
・
尾

留
川
徹
監
督
が
講
演
。
自
ら
が
本
荘
南

中
野
球
部
で
東
北
大
会
優
勝
を
遂
げ
、

野
球
の
楽
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
と
と
も

に
、
親
や
地
域
の
支
援
を
あ
り
が
た
く

感
じ
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
「
何
で
あ

っ
て
も
、
苦
し
い
時
に
は
向
か
っ
て
い

く
姿
勢
や
気
持
ち
が
大
切
。
そ
の
点
、

野
球
は
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
高
め
、

一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
。
生
涯
つ
き
あ
え
る
友
人
関
係
も

生
ま
れ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
の
夏
を
含
め
、
三
回
に
わ

た
る
甲
子
園
出
場
時
の
ビ
デ
オ
も
紹
介

し
、
「
甲
子
園
で
は
大
観
衆
に
左
右
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
攻
め
の
姿
勢
で

試
合
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い

る
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ

ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
次
こ
そ
、
甲
子
園

で
勝
て
る
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
再
び
あ

の
夢
舞
台
に
立
ち
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

矢
島
中
の
佐
藤
征
市
郎
監
督
が
、
今
年

の
全
県
中
学
野
球
大
会
で
準
優
勝
を
遂

げ
る
ま
で
を
紹
介
。
「
選
手
の
や
る
気

・
フ
ァ
イ
ト
を
高
め
、
そ
れ
が
通
じ
た

と
思
う
。
矢
島
中
に
欠
か
せ
な
か
っ
た

の
は
親
の
サ
ポ
ー
ト
だ
っ
た
。
選
手
に

は
成
功
す
る
経
験
を
積
ま
せ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
鳥
海
中
を
地
区

大
会
四
連
覇
に
導
い
た
、
由
利
中
野
球

部
の
新
田
直
樹
部
長
は
「
選
手
に
求
め

ら
れ
る
の
は
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
。
成
果

と
課
題
を
出
し
合
い
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中
で
ど
う
練
習
し
、
仕
上
げ
る
か
に

あ
る
」
と
持
論
を
述
べ
ま
し
た
。

　
佐
々
田
教
育
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
地

域
づ
く
り
、学
校
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、

集
団
を
沸
き
立
た
せ
る
も
の
で
は
な
い

か
。
人
を
も
動
か
す
。
地
域
づ
く
り
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
講
演
会
に

は
中
学
生
や
親
な
ど
二
百
四
十
人
が
参

加
。
指
導
力
の
あ
る
先
生
方
の
講
話
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
」
尾
留
川
監
督
が
講
演

「
地
域
と
と
も
に
進
ん
で

い
き
た
い
」
石
綿
会
長
が

あ
い
さ
つ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で



　
由
利
本
荘
警
察
署（
中
町
27
番
地
）

の
新
庁
舎
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。
新
庁
舎
は
旧
庁
舎
の
北
側
に
接

し
て
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
７
日
（
日
）
か
ら
新
庁
舎
に

移
り
通
常
ど
お
り
の
業
務
を
行
い
ま

す
が
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
の
た
め

正
面
出
入
口
は
ま
だ
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に
す
べ

て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

当
分
の
間
、
新
庁
舎
北
側
出
入
口
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
業
務
の
中
断
は
な
く
、
電
話
番
号

な
ど
に
も
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
な

ど
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
警
察

　
署
　
警
務
課（
☎
23
―
４
１
１
１
）

●
ワ
ー
ド
習
得
セ
ミ
ナ
ー

▽
と
き
　

12
月
18
日（
木
）午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
エ
ク
セ
ル
習
得
セ
ミ
ナ
ー

▽
と
き
　

12
月
19
日（
金
）午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
員
　

14
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
12
月
10
日（
水
）ま
で
、
秋
田
地
域

　
雇
用
創
造
協
議
会
（
☎
０
１
８
―

　
８
９
６
―
７
０
９
１
）
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・
打
矢
悳
墨
友
会
展
（
〜
７
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時
（
４
日
は
正
午
〜
）

総総総総

・
県
高
体
連
中
央
支
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
20
時

・
映
画
上
映
「
ふ
み
子
の
海
」

　
①
10
時
30
分
〜
　
②
13
時
10
分
〜

　
③
15
時
50
分
〜
　
④
16
時
30
分
〜
　
※
入
場
料
あ
り

・
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
女
性
部
祭

　
　
　
　
　
　
開
場
９
時
〜
、
開
演
９
時
30
分
〜
15
時

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
正
午

・
リ
ソ
ナ
ン
ツ
ァ 

ム
ジ
カ
ー
レ
第
23
回
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時
　
入
場
料
あ
り

・
第
６
回
本
荘
由
利
地
区
少
年
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
17
時

・
第
12
回
荘
美
会
展
（
〜
14
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
18
時
（
14
日
は
〜
17
時
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
た
の
し
み
会
　
９
時
〜
11
時
30
分

・
ホ
リ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

　
　
　
　
　
①
開
場
12
時
50
分
〜
、
開
演
13
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
②
開
場
16
時
30
分
〜
、
開
演
17
時
〜
19
時

・
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
８
時
〜
16
時

・
全
県
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
18
時

・
総
合
体
育
館
休
館
日

・
総
合
体
育
館
休
館
日

・
本
荘
文
化
会
館
年
末
年
始
休
館
日
（
〜
１
月
４
日
ま
で
）

・
市
総
合
体
育
館
　
午
後
よ
り
休
館

・
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」

　
（
場
所  

本
荘
文
化
会
館
地
階
大
会
議
室
）
10
時
〜
12
時

・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
〜
　
※
登
録
料
あ
り

・
日
本
語
学
習
教
室
閉
講
式
　
18
時
45
分
〜

・
ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
０
８ 

Ｉ
Ｎ 

Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ａ 

Ｊ
Ｈ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
21
日
）
　
８
時
〜
21
時

・
本
荘
高
校
吹
奏
楽
部
第
20
回
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
開
場
13
時
30
分
〜
、
開
演
14
時
〜
16
時
20
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
入
場
料
５
０
０
円

・
冬
の
貝
殻
細
工
教
室

　
　
　
　
　
９
時
50
分
〜
12
時
30
分
　
※
参
加
料
あ
り

・
天
皇
誕
生
日

・
由
利
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
開
場
13
時
30
分
〜
、
開
演
14
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
入
場
料
３
０
０
円

・
ア
ク
ア
パ
ル
、
市
総
合
体
育
館
年
末
年
始
休
館
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
１
月
３
日
ま
で
）

　
県
警
察
で
は
、
平
成
21
年
１
月
４

日
か
ら
運
転
免
許
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

化
し
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
、
偽
変
造
が
極
め

　
て
困
難
で
、
不
正
使
用
を
防
止
で

　
き
ま
す
。
ま
た
、
本
籍
は
免
許
証

　
表
面
に
は
記
載
せ
ず
、
免
許
証
に

　
内
蔵
す
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
み
に
記

　
録
さ
れ
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
免
許
証
で
は
、
情
報
を
保
護

　
す
る
た
め
暗
証
番
号
（
４
桁
の
も

　
の
が
２
組
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
免
許
証
を
身
分
証
明
書
と
し

　
て
使
用
す
る
際
に
、
２
組
の
暗
証

　
番
号
に
よ
り
提
供
す
る
内
容
を
コ

　
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。

○
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

　
プ
が
含
ま
れ
る
た
め
、
従
来
の
手

　
数
料
に
450
円
が
加
算
さ
れ
た
額
と

　
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
秋
田
県
警
察
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ

　（http://w
w

w
.police.pref.akita.jp/

）

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　

12
月
13
日（
土
）午
後
５
時

　
30
分
〜
７
時
30
分
（
羽
後
本
荘
駅

　
で
乾
杯
ス
タ
ー
ト
）

▽
料
金
　
飲
み
放
題
３
千
円
（
折
り

　
詰
め
弁
当
付
き
・
羽
後
本
荘
〜
矢

　
島
間
往
復
運
賃
込
み
）

▽
定
員
　

40
人

●
お
ば
こ
号
イ
ベ
ン
ト
貸
切
列
車
運
行

　
【
羽
後
本
荘
発:

午
後
５
時
37
分

　
〜
矢
島
着:

午
後
６
時
16
分
、
矢

　
島
発:

午
後
６
時
49
分
〜
羽
後
本

　
荘
着:

午
後
７
時
29
分
】

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
た
め
の
交
通
手

　
段
と
し
て
、
行
き
・
矢
島
発:

午

　
後
４
時
45
分
〜
羽
後
本
荘
着:

午

　
後
５
時
25
分
、
帰
り
・
羽
後
本
荘

　
発
午
後
８
時
６
分
〜
矢
島
着:

午

　
後
８
時
45
分
の
お
ば
こ
号
列
車
へ

　
の
乗
車
は
無
料
で
す
。

▽
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
由
利
高
原
鉄
道（
株
）（
☎
56
―
２

　
７
３
６
）

▽
と
き
　

12
月
６
日（
土
）午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
総
合
体
育
館

▽
内
容
　
各
種
科
学
実
験
や
理
数
関

　
係
の
工
作
体
験
、お
も
し
ろ
算
数
・

　
数
学
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、

　
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
で
実
験
や
見
学
、

　
体
験
が
で
き
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課（
☎
24
―
６
２
８
３
）

　
新
潟
県
の
高
田
盲
学
校
で
教
鞭
を

と
り
、
生
涯
を
視
覚
障
害
者
教
育
に

捧
げ
た
粟
津
キ
ヨ
さ
ん
の
少
女
時
代

を
描
い
た
市
川
信
夫
さ
ん
原
作
の
同

名
小
説
（
一
九
九
一
年
児
童
福
祉
文

化
賞
）
に
基
づ
い
た
実
話
の
映
画
で

す
。
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
前
向
き
に
生
き
る
ふ
み
子
と
彼

女
を
温
か
く
見
守
る
大
人
た
ち
の
姿

が
、
人
間
の
本
当
の
優
し
さ
や
目
に

見
え
な
い
大
切
な
も
の
の
存
在
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
た
い

作
品
で
す
。

▽
と
き
　

12
月
９
日（
火
）

▽
と
こ
ろ
　
ア
ク
ア
パ
ル

▽
上
映
時
間
　
①
午
前
10
時
30
分
〜
、

　
②
午
後
１
時
10
分
〜
、
③
午
後
３

　
時
50
分
〜
、
④
午
後
６
時
30
分
〜

▽
料
金
　【
前
売
券
】大
人
千
円【
当

　
日
券
】
大
人
千
300
円
、
小
中
高
生

　
800
円
（
当
日
券
の
み
）

※
前
売
券
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
「
ふ
み
子
の
海
」

　
由
利
本
荘
市
上
映
実
行
委
員
会
　

　（
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
内
☎

　
23
―
５
５
１
９
）

　市民の皆さんにメリットいっぱいのお得な市民シーズ
ン券を購入しませんか？県内・岩手県で共通シーズン券
を提携しているスキー場にシーズン券を持参した場合、
１日券が大人1,000円、子ども500円引きで購入できます。
◆市民シーズン券料金
　○大人（通常）30,000円→17,000円
　○シルバー（60歳以上）（通常）23,000円→14,000円
　○子ども（中学生以下）（通常）8,000円→3,000円
　　（矢島・鳥海両スキー場共通）
　※今シーズンからレディース・高校生は大人料金とな
　　ります
◆購入に必要なもの
　①顔写真（縦４㌢、横３㌢）２枚
　※「出張販売日」に申し込みされた方には撮影サービ
　　スします
　②健康保険証など住所が確認できるもの
　※シルバーは生年月日が確認できるもの
◆販売日時・場所　○12月７日（日）午前10時～午後３
　時・ドゥ・スポーツ㈱本荘店（出張販売）○12月１日
　（月）～オープン日前日・矢島・鳥海各総合支所産業
　課（土日除く）○オープン日～鳥海高原矢島スキー場、
　鳥海オコジョランドスキー場の各リフト券売場
　※リフト料金体系が変更になります。詳しくはＨＰま
　　たは下記までお問い合わせください。

問い合わせ先
矢島総合支所産業課（☎55－4953）
鳥海高原矢島スキー場（☎56－2182）・ＨＰ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp/yashima/kankou/skitop.htm
鳥海総合支所産業課（☎57－2205）
鳥海オコジョランドスキー場（☎58－2932）・ＨＰ
http://www.city.yurihonjo.akita.jp/chokai/okojo/

べ
ん



 
■フィットネスジム登録講習会 
日時　12月18日㈭午後６時 
場所　アクアパル 
定員　25人（先着順） 
 
 
 
 
 
 
年会費　一般＝3,150円、学生＝1,575
　円（ともに税込み） 
※事前に電話等でアクアパルへ申し
　込みください。（☎22-5611） 
■冬の貝殻細工教室 
日時　12月21日㈰午前９時50分～午
　後０時30分 
場所　アクアパル 
内容　貝殻と木の実を使ったキーホ
　ルダーや飾り物、クリスマスキャ
　ンドル、リースなどの制作 
 
 
 
 
 
 
 
対象　小学生以上（小学３年生以下
　は保護者同伴） 
定員　60人 
参加料　300円（材料代）  
持ち物　はさみ、作品を持ち帰る袋
　など 
申込期限　12月17日㈬
問い合わせ先　アクアパル 

（☎22-5611） 

■フリーマーケット「水辺のまち市場」 
日時　12月14日㈰午前９時～正午 
場所　アクアパル（屋内15区画・１
　区画＝約１坪） 
内容　不用になった日用雑貨・衣類・
　書籍等　　出店料　無料 
申込期限　12月11日㈭  
問い合わせ先　アクアパル 

（☎22-5611） 
■本荘中央児童館・土曜教室「クリ

　スマス飾りをつくろう」 
日時　12月６日㈯　午前10時～正午 
場所　本荘中央児童館　参加料　無料 
持ち物　つくった物を入れる袋 
問い合わせ先　本荘中央児童館 

（☎22-3489） 
■新春囲碁大会 
日時　平成21年１月12日㈪（成人の
　日）午前８時30分～午後４時 
場所　本荘勤労青少年ホーム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対象　由利本荘市・にかほ市の囲碁
　愛好者 
区分　Ａ級の部（３段以上）・Ｂ級
　の部（２段以下）・少年の部（中
　学生・小学生）  
参加料　1,000円（中学生以下は無料）
申込期限　12月25日㈭まで本荘公民
　館（☎22-0900） 

■新春将棋大会 
日時　平成21年１月25日㈰午前８時
　30分～午後４時 
場所　本荘勤労青少年ホーム 
対象　由利本荘市・にかほ市の将棋
　愛好者 
区分　強豪の部（２段以上）・一般
　の部（初段以下）・少年の部（中
　学生・小学生） 
参加料　1,000円（中学生以下は無料） 
申込期限　１月16日㈮まで日本将棋
　連盟本荘支部（☎24-2030鈴木）
　または本荘公民館（☎22-0900） 
 
■公共施設休館日（12月上旬） 
日新館　 
　14日㈰
青少年ホーム 
　日曜・祝日の夜間（午後５時～） 
　矢島教育学習課（☎56-2203） 

寿康苑 
　７日㈰、15日㈪
（年末年始の休館日） 
　12月30日～１月４日まで休ませて
いただきます。  

寿康苑（☎56-2940） 
　 
■「羽後国由利郡村誌―由利地域編― 

　販売のお知らせ 
　明治時代に作成された「羽後国由
利郡村誌―由利地域編―」を現代語
に編訳し、自費出版いたしました。 
　ご希望の方に１冊1,200円で頒布い
たします。  
申し込み・問い合わせ先　由利本荘
　市飯沢　佐林宏一さん（☎53-2106） 

――由利図書館―― 

 
■西目保健センター　12月の開放日 
　子育て中のお母さんとお子さんが
広いスペースでおもいっきり親子の
ふれあいが持てるように、集団指導
室を開放しています（楽しい遊具も
準備しています）   
開放日　３日㈬、５日㈮、８日㈪、
　10日㈬、18日㈭、24日㈬、26日㈮ 
時間　午前10時～正午   
問い合わせ先　西目保健センター 

（☎33-3983） 
■親子のスキンシップ教室 
日時　12月17日㈬　午前10時～11時 
場所　西目保健センター   
対象　生後２～10カ月の親子  
持ち物　バスタオル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※参加される方は保健センターにご
　連絡ください 
問い合わせ先　西目保健センター 

（☎33-3983） 
■かしわ温泉健康相談   
日時　12月18日㈭午前10時～ 
場所　かしわ温泉 
問い合わせ先　西目保健センター 

（☎33-3983） 
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図 書 館  
I n f o rma t i o n

本荘地域本荘地域  本荘地域  

西目地域西目地域  西目地域  地域  
情報  
コーナー 

▽
 

▽
 

由利地域由利地域  由利地域  

矢島地域矢島地域  矢島地域  

　本荘図書館　☎22－4900 
○12月のおはなし劇場 
とき…12月13日㈯午後２時～ 
ところ…本荘図書館児童閲覧室 
内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居
　など 
○12月の展示 
「今年１年お疲れ様　温泉特集」
（一般） 
「クリスマスの飾りつけ、料理特
　集」（児童） 
○「お母さん読書会」共催読書会
　のお知らせ 
とき…12月16日㈫午後１時～ 
ところ…青少年ホーム 
テーマ･･･「源氏物語・宇治十帖」 
講師…鈴木タキさん 
　岩城図書館　☎73－3673 
○クリスマスお話し会 
とき…12月20日㈯午後１時30分～ 
ところ･･･岩城図書館  
内容…絵本の読み聞かせ、みんな
　で唄おうクリスマスソング 
○12月の展示 
・作家「高杉良」特集 
・「お酒の本！」特集 
・「クリスマスの絵本」特集 
　由利図書館　☎53－2121 
○12月の読み聞かせ会 
とき…12月６日㈯午後２時～３時
　30分  
ところ…由利図書館幼児室 
内容･･･絵本の読み聞かせ・紙芝
　居、手作り玉手箱  
○12月の展示 
・「直江兼続に関する書」特集 
・「クリスマスを楽しみま書」特
　集 
 
　◇12月の図書館休館日 
○本荘図書館　21日㈰、23日㈫、
　28日㈰～31日㈬ 
 
○岩城図書館　１日㈪、８日㈪、
　15日㈪、22日㈪、23日㈫、 
　27日㈯～31日㈬
 
○由利図書館　23日㈫、28日㈰　
　～31日㈬ 

○本荘図書館から 
「調べ学習ガイド室」開設のお知らせ 
　12月７日から児童閲覧室に小・
中学生を対象とした「調べ学習ガ
イド室」がオープンします。 
　学校で習ったことをもとに「自
分でもっと知りたい。もっと調べ
たい」という児童生徒の自学のお
手伝いをするところです。講師に
は図書館長や外部講師があたりま
す。開設日は、毎日曜日（休館日
は除く）とします。ぜひご利用く
ださい。 
12月開設日　７日㈰、14日㈰ 
問い合わせ先　本荘図書館 

（☎22－4900） 

親子で参加してみませんか？ 

　本荘由利地域の地元企業など
で組織する本荘由利テクノネッ
トワーク（代表・小林憲一郎小
林工業㈱社長）の主催で、航空
機産業への進出取り組みを理解
し、地域企業の連携強化を図ろ
うと「航空機産業セミナー'08」
が11月13日、本荘由利産学共同
研究センターで開催され、会員
や県、市の関係者など約100人が
出席しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　はじめに「航空機産業の将来
性と当社からの提言」と題して、
日本飛行機㈱取締役兼航空宇宙
機器事業部長の相澤康平さんに
よる基調講演が行われ、相澤さ
んは「航空機産業は個々産業分
野の最先端技術を集結したハイ
テク産業であり、工業界の先導
的役割を果たす。20年後、この
産業はさらに発展するだろう」
と話し「成功するには、高品質・
コスト競争力を身につけること
が絶対条件」と述べました。 
　このあと、会員による国際航
空宇宙展視察と日本飛行機㈱本
社工場を訪問した際の報告発表
がなされ、国や県による取り組
みの説明なども行われ、新産業
創造の可能性を探りました。 

地域の新産業 
創造に向けて－ 
 

航空機産業セミナー 

今
年
の
大
会
か
ら 

鳥海分署に高規格救急車が配置されました 

　矢島消防署鳥海分署に高規格救急
車が配置され、11月17日から運用開
始。安全・安心な体制が着実に整え
られています。 
　救急業務の高度化に対応し、広い
活動スペースと防振・防音機能が確
保されています。また、スムーズな
救急救命活動のため、各種高度救命
資機材も搭載されています。 
 
【主な救命処置用資機材】・自動体外式除細動器　・心電図モニター 
　・気道確保用資機材一式　・血中酸素飽和度測定器 
　・衛星電話（緊急消防援助隊用）・各種搬送用資機材など 

 



◆乳幼児 
　健診　12月 
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問い合わせ先問い合わせ先 
　健康管理課健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 
または各総合支所福祉保健課各総合支所福祉保健課へ 

家
族
み
ん
な
の 

健
康
手
帳

健
康
手
帳 

健
康
手
帳 

内 科 ・ 小 児 科  

休日応急診療所 
午前10時～午後４時 

12月の診療日と予定当番医師 

７�㈰
14 ㈰
21 ㈰ 
23 ㈫ 
28 ㈰

小　松　徳　弥 
伊　藤　伸　一 
海　法　恒　男 
桑　山　明　久 
菊　池　四　郎 

日 医　師　名 

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要ですので、事前に予約ください。 
　予約・問い合わせは、当該地域の保健センターまたは福祉保健課まで 
　お願いします。 

１ ㈪

４ ㈭

場         　　所 時　　間 日 備　考 

成分献血 

全血献血 

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。 
＊3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。 
＊本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。 
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。 
＊当日受診できない場合および不明な点は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。  

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受け付け時間 実施場所 

全血献血 

全血献血 

12:30～13:30 
14:00～15:00 
15:30～16:30 
10:00～12:00 
13:00～16:30 
10:00～11:30 
14:00～15:00 
15:30～16:30 
10:00～12:00 
13:00～16:00 
13:30～14:30 
15:00～16:00 

13:30～16:00 
  
 

全血献血 

大　　内 
 

本　　荘 
由利・東由利 
矢島・鳥海 
本　　荘 
 

西　　目 
 

由利・東由利 
本　　荘 
大　　内 
本　　荘 
 

岩　　城 
 

本　　荘 
矢島・鳥海 

４･７･10カ月児健診 
 
２歳児歯科健診 
３歳児健診 
１歳６カ月児健診 
１歳６カ月児健診 
 
４･７･10カ月児健診 
 
４･７･10カ月児健診 
３歳児健診 
３歳児健診 
10カ月児健診 
 
４･７･10カ月児健診 
 
４カ月児健診 
４･７･10カ月児健診 

平成20年７月６日～８月３日生まれ 
平成20年４月６日～５月３日生まれ 
平成20年１月６日～２月３日生まれ 
平成18年９月生まれ 
平成17年４月・５月・６月生まれ 
平成19年３月・４月・５月生まれ 
平成19年５月生まれ 
平成20年７月15日～８月12日生まれ 
平成20年４月15日～５月12日生まれ 
平成20年１月15日～２月12日生まれ 
平成20年２月・５月・８月生まれ 
平成17年６月生まれ 
平成17年５月９日～７月17日生まれ 
平成20年２月生まれ 
平成20年７月22日～８月19日生まれ 
平成20年４月22日～５月19日生まれ 
平成20年１月22日～２月19日生まれ 
平成20年８月生まれ 
平成20年２月・５月・８月生まれ 
 
 

12:40～12:50 
12:50～13:00 
13:00～13:10 
13:00～13:30 
12:45～13:00 
13:00～13:15 
13:00～13:30 
 
12:30～12:50 
 
12:45～13:00 
13:00～13:30 
12:40～13:00 
13:00～13:30 
 
13:00～13:30 
 
13:00～13:30 
13:00～13:15 
 
 

大内保健センター 
 
本荘保健センター 
由利福祉保健センター 
矢島保健センター 
本荘保健センター 
 
西目保健センター 
 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
大内保健センター 
本荘保健センター 
 
岩城保健センター 
 
本荘保健センター 
矢島保健センター 
 
 

問い合わせ先 
　健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 
または各総合支所福祉保健課へ 

※当番医師は変更になる場合もあり 
　ます。 
※お薬手帳をお持ちの方はご持参く 
　ださい。 
　問い合わせ先…本荘由利広域休日 
　応急診療所（堤脇45：☎24－3917） 
　平日は福祉保健部健康管理課（本 
　荘保健センター☎22－1834） 

▽
 10 ㈬

20 ㈯

22 ㈪

25 ㈭

ガルドドラッグ本荘店 
矢島小林工業㈱薬師堂工場 
㈲ヤクシン 

ウェーブ岩城
 

 
由利地域振興局 
ケアステーションゆうゆう 
東北電力㈱本荘営業所 
イオンスーパーセンター本荘店 
（クリスマス街頭献血） 
由利福祉保健センター 
矢島小林工業㈱西滝沢工場 

本荘第一病院
 

 
 
 

全血献血 

３日㈬
 
８日㈪ 
９日㈫ 

10日㈬ 
 
12日㈮

16日㈫

17日㈬ 
18日㈭
 
19日㈮

24日㈬
 

 
 
 

どなたでもお気軽に 
おいでください 

地域で取り組む 
　　 心の健康づくり研修会 
　自ら命を絶とうと考えている人
や心の健康問題を抱えている人に
対する適切な相談支援が求められ
ている昨今。その第一歩として、
相談を受ける側の基礎づくりを目
的とした研修会を開催します。 
　とき　12月11日㈭ 
　　　　午後１時30分～３時30分 
　場所　西目公民館シーガル 
　内容　多重債務と向き合う 
　「借金で死ぬ必要なんてない!!」
　講師：山本隆弘弁護士（秋田な
　まはげの会幹事　山本法律事務
　所） 
　参加費　無料 
　申し込み・問い合わせ先　12月
　８日㈪まで、本荘保健センター
　（☎22-1834）または各総合支
　所福祉保健課へ  
※11月の研修会時に、申し込みを
　されている方の連絡は不要です 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

湯ったりほのぼの教室 
　とき　12月16日㈫ 
【健康相談】 
　午前９時30分～11時30分 
【健康教育】（食の大切さ、 
　ＡＥＤの使用法）10時～11時 
　場所　鶴舞温泉　中広間 
　参加費　無料 
　問い合わせ先　本荘保健センタ
　ー（☎22-1834） 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

いきいき運動教室 
　ストレッチや室内運動を中心と
した健康づくりのための運動教室
です。 
　とき　12月19日㈮
【受け付け】午前９時30分～ 
　　　　　　　　　　（血圧測定） 
【実　技】10時～11時30分 
　場所　本荘保健センター 
　講師　中高老年期運動指導士　
　　　　坂本裕子さん 
※動きやすい服装と靴でおいでく
　ださい 
　申し込み・問い合わせ先　本荘
　保健センター（☎22-1834） 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

【
収
支
の
状
況
】 

　
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越

事
業
の
財
源
を
除
い
た
普
通
会
計
の
「
実
質

収
支
」
は
、
こ
れ
ま
で
黒
字
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
財
政
調
整
基

金
な
ど
の
貯
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら
、
財
源

を
確
保
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
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そ

れ
ら
を
除
い
た
本
市
の
「
実
質
単
年
度
収
支
」

は
、
平
成
十
七
年
度
、
十
八
年
度
で
そ
れ
ぞ

れ
十
億
円
を
超
す
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
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歳
出
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、

平
成
十
九
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支
は
や
や

改
善
さ
れ
ま
し
た
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財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ
た
要
因
と
し
て

は
、
生
活
扶
助
や
医
療
給
付
費
な
ど
の
扶
助

費
や
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の
公
債
費
が
増

加
し
、
経
常
的
な
経
費
が
増
大
し
た
こ
と
や

公
営
企
業
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
の
増
加
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
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【
基
金
の
状
況
】 

　
平
成
十
六
年
度
以
降
、
三
位
一
体
の
改
革

で
不
足
す
る
一
般
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
な
ど
を
取
り
崩

し
て
き
た
結
果
、
基
金
残
高
は
実
質
単
年
度

収
支
の
赤
字
と
と
も
に
、
合
併
年
度
末
残
高

約
四
十
億
一
千
万
円
が
、
平
成
十
九
年
度
末

に
は
約
九
億
九
千
万
円
ま
で
に
減
少
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
貯
金
と
な
る
基
金
残
高
が

激
減
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
基
金
に
頼
ら

な
い
身
の
丈
に
あ
っ
た
歳
出
規
模
ま
で
ス
リ

ム
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

後
年
度
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
総
合
発
展

計
画
に
あ
る
主
要
事
業
の
見
直
し
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
初
予
定
さ
れ
た

地
方
債
発
行
額
の
六
割
程
度
に
な
る
よ
う
に

次
期
計
画
へ
先
送
り
す
る
な
ど
事
業
を
厳
選

し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

「収支と基金の状況」 

献  血　ご協力ください　－12月献血日程－ 

実質単年度収支と基金残高の状況 
4,500,000 

3,500,000 

2,500,000 

1,500,000 

500,000 

－500,000 

－1,500,000

（単位：千円） 

Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

◆ 

◆ ◆ 

◆ 

4,014,649

2,948,699

2,496,239

994,949

1,431,534

－1,033,373 －1,061,457

－703,097

基金残高 ◆ 実質単年度収支 

※基金残高は財政調整基金と減債基金の合計です。 

［財政課　☎24－6220］ 

み
ん
な
で
作
っ
た
お
菓
子
は
お
い
し
い
ね
！ 

矢
島
地
域
「
ピ
ノ
キ
オ
ひ
ろ
ば
」
の
「
親
子 

ク
ッ
キ
ン
グ
」 

　
　
　
　
　
（
11
月
14
日
、
矢
島
子
供
館
） 

やさしい財政講座 ～用語から見る由利本荘～ 

「玄米にぎにぎ体操」で体力づくり―― 
「いきいき運動教室」で 

（11月20日、本荘保健センター） 



おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます
＜11月１日～15日受け付け分＞

広報ゆりほんじょう
「「 」

 「市民伝言板」は、主に公共施設で開催
するグループやサークル活動、行事やお
知らせにご利用いただけます。市全域に
お知らせしたい場合にご活用ください。
■原稿のお申し込みは
 電子メール、ファクシミリ、直接当課
に持参のいずれかにより、掲載を希望す
る号の締め切り日必着で提出してくださ
い。（締め切りは「市民伝言板」のコー
ナーに記載）連絡先（氏名・電話番号・
ＦＡＸ番号など）を必ず明記してくださ
い。
※締め切り日は厳守してください。

■掲載できない場合もあります
 「営利を目的とする催し、またはこれに
類するもの」「発行日から3日以内に開か
れる行事」は掲載できません。紙面の都合
などにより、要点を抜粋して掲載する場合
もありますので、ご了承願います。また、
同一内容の再掲依頼はご遠慮ください。
■ホームページにも掲載されます
 広報紙に掲載された情報は、紙面をそ
のままデータ化し、市ホームページにも
掲載されます。
■広報広聴課からのお願い
 皆さまにご利用いただいている「市民伝
言板」ですが、最近、掲載依頼件数が増えて
きており、広告のスペースもあるため、従
来よりも簡潔なものにさせていただいて
いる現状です。会員募集などの掲載依頼は
2、３カ月に1回の頻度でお願いいたします。
■問い合わせ先
 広報広聴課（☎24－6237）

岡　本　イワヱさん（91歳）赤田
佐　藤　三　郎さん（78歳）井戸尻
三　浦　　　　さん（81歳）小人町
豊　島　トミ子さん（76歳）東梵天
畠　山　　　健さん（61歳）薬師堂
　　谷　藤　雄さん（69歳）出戸町字赤沼下道
作左部　良　雄さん（62歳）水林
田　口　　　　さん（71歳）石脇
茂　木　秀　夫さん（83歳）石脇
伊　藤　義　男さん（78歳）　岡
今　野　　　　さん（65歳）藤崎
三　浦　ハ　ナさん（86歳）松ヶ崎
金　　　喜代二さん（69歳）松ヶ崎
橋　本　亜紀子さん（37歳）新組町
鈴　木　ひろみさん（45歳）石脇
渡　辺　キ　ヨさん（87歳）浜ノ町
　　堂　セ　ツさん（77歳）大町
佐々木　　　貢さん（34歳）土谷
小　野　善一郎さん（71歳）万願寺
阿　部　ミ　キさん（88歳）石脇
阿　部　金之　さん（95歳）　法
田　中　喜　勢さん（96歳）矢島町田中町
金　子　清五郎さん（84歳）矢島町七日町
佐　藤　フサヨさん（88歳）矢島町七日町

三　舩　孝　子さん（71歳）矢島町舘町 
小　野　五一郎さん（83歳）岩城勝手
金　森　政　治さん（78歳）岩城内道川
佐々木　小三郎さん（84歳）岩城内道川 
道　萓　ハナヨさん（80歳）岩城内道川 
　　橋　ト　スさん（90歳）岩城内道川
伊　藤　龍　子さん（92歳）岩谷町
東海林　　　武さん（75歳）岩野目沢
佐々木　ト　メさん（89歳）中田代
田　口　ナカヨさん（91歳）大内三川
伊　藤　勝　一さん（84歳）徳沢
奥　山　　　正さん（76歳）新沢
伊　藤　彰午郎さん（90歳）長坂
小笠原　キヨヱさん（90歳）松本
小笠原　宇一郎さん（81歳）東由利蔵
小　野　タミエさん（80歳）東由利蔵
柴　田　イネヨさん（91歳）東由利蔵
　　橋　タゞヨさん（97歳）東由利宿
佐　藤　アサヨさん（95歳）西目町出戸
鷹　島　萬　藏さん（92歳）西目町出戸
猪　股　忠　三さん（81歳）西目町出戸
佐々木　キミヨさん（84歳）西目町海士剥
村　上　秀　隆さん（59歳）鳥海町上川内
村　上　昌　榮さん（72歳）鳥海町上直根
佐　藤　ヨシノさん（83歳）鳥海町下川内
高　橋　縣一郎さん（60歳）鳥海町上笹子
佐　藤　義　一さん（83歳）鳥海町上川内

　勤労感謝の日を前に11
月11日と14日の両日、本荘・
子吉両保育園の園児が市
役所を訪れ、心のこもっ
たプレゼントと花束を柳
田市長へ手渡しました。 
　本荘保育園の園児は、
一人一人が想い描いた未
来の由利本荘市の絵を―。

　また、子吉保育園の園
児は、自分たちで拾い集
めた木の実を使った手作
りのクリスマスリースを
プレゼントしました。 

　女性に対する暴力をな
くす運動期間と児童虐待
防止月間に合わせ、ＤＶと児
童虐待防止に関して市民の
理解と関心を深めようと、
11月18日、市内のスーパ
ーで市職 
員などが 
買い物に
訪れた市
民へ、リ
ーフレッ
トなどを配布しました。

おも

＜11月１日～15日受け付け分＞

■絵日傘人形劇場創立35周年記念
　「ごんぎつね」第２回12月公演
　とき…12月12日（金）午前11時開演
　ところ…絵日傘人形劇場（日役町廣誓
　寺境内）　入場料…500円（要予約）
　内容…１部：すてきな人形劇（人形たちの
　プロローグ）、２部：人形劇「ごんぎつね」
　お問い合わせ…亀崎さん（☎22－3246、
　Ｅメール kame.e@blue.plala.or.jp ）
■リソナンツァ ムジカーレ第23回演奏会
　「ピアノ・声楽・弦楽による室内楽の愉しみ」
　とき…12月14日（日）午後１時30分開場、
　午後２時開演　　ところ…アクアパル
　入場料…1,000円
　チケット…コンノ楽器（裏尾崎町）、ヤ
　マハミュージック東北本荘店（花畑町）
　お問い合わせ…武田さん（☎22－1167）
■吹き矢会員募集～無料体験会実施～
 吹き矢を楽しく始めませんか。日本吹
き矢連盟秋田中央支部（本荘教室）では
会員を募集しています。
　とき…12月３日（水）、11日（木）、16日（火）、
　25日（木）午後１時～４時
　ところ…本荘勤労青少年ホーム 音楽室
　お問い合わせ…工藤さん（☎090－2794－0917）
■正月飾り作りに挑戦しませんか
　とき…12月13日（土）午前10時～
　午後１時
　ところ…本荘由利地域職業訓
　練センター
　材料費…3,000円位（アレン 
　ジ材、しめ縄、水引など）
　申し込み･お問い合わせ…
　伊藤さん（☎24－3459）

■第12回荘美会展（中･高美術教員展）
　とき…12月11日（木）～14日（日）午前10時
　～午後６時（最終日は～午後５時）
　ところ…本荘文化会館 地階
　内容…絵画・教材・クラフトなど、中･
　高生の受賞奨励作品も展示します
※入場無料
　お問い合わせ…増田さん（☎22－6144）
■太極拳由利本荘市講習会（3カ月無料）
　とき…毎日開催。曜日によって会場、時間帯
　が異なります。詳細はお問い合わせください。
　ところ…ポンパル、鶴舞会館
　受講料…月1,000円（最初の３カ月無料）
　お問い合わせ…佐藤さん（☎080‐3194‐9916）
■ピアノなかよしクラブ　後期会員募集
～ピアノとお友だちと仲良しになろうよ～
　とき…日曜日月２回　午後１時30分～
　ところ…伊藤宅（石脇田尻野） 
　対象…年少児から
　内容…ピアノ技術の習得と仲間づくり
　お問い合わせ…伊藤さん（☎23－1768）
■ピアノを弾けるようになる会　後期会員募集
 ～ピアノで心に潤いをあたえませんか～
　とき…木曜日月２回　午前10時～
　ところ…伊藤宅（石脇田尻野） 
　対象…成人男女
　内容…ピアノ技術の習得と親睦交流
　お問い合わせ…伊藤さん（☎23－1768）

伊　藤　丈一郎ちゃん（祐一さん）下大野

加　賀　結　人ちゃん（ 章 さん）三条

　　沢　遼　空ちゃん（博行さん）石脇

長　坂　明　依ちゃん（真琴さん）松ヶ崎

小　石　悠　莉ちゃん（達也さん）川口

阿　部　光　汰ちゃん（ 徹 さん）宮内

井　島　みくるちゃん（ 敦 さん）一番堰 

志　賀　結　月ちゃん（幸靖さん）二番堰

長谷山　紗　良ちゃん（和行さん）二番堰

眞　坂　雛　子ちゃん（猛司さん）矢島町七日町

　　橋　璃　空ちゃん（和幸さん）矢島町荒沢 

三　浦　大　成ちゃん（敏弘さん）矢島町木在

山　村　優　奈ちゃん（ 剛 さん）岩城二古

斉　藤　紅　葉ちゃん（一寿さん）岩城内道川

齊　藤　俐　心ちゃん（信二さん）中館

藤　原　衣　茉ちゃん（洋平さん）　岡 

佐　藤　宗　史ちゃん（ 巧 さん）鳥海町栗沢

大　友　光　星ちゃん（久希さん）鳥海町上笹子
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　村上マサヨさん（明治41
年11月17日生まれ・川西）
に、市から賀詞と長寿祝金
が贈呈されました。
　これからもお元気でお過
ごしください。
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■ 民謡発表会　
　 本荘「美子の会」　
　とき　12月14日（日）
　午後１時～
　ところ　鶴舞会館大広間
　入場料　無料
※入湯料は別です。
　お問い合わせ　岡田さん
　　　（☎080-6005-2433）
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そう　び

　紛争や災害で苦しんで
いる人や、発展途上国を
対象として、NHK海外た
すけあいキャンペーンが
実施されます。受付窓口
に振り込み用紙を準備し
ていますので、皆さまの
善意をお寄せください。
　募集期間
 　12月25日（木）まで
　受付窓口
　郵便局、秋田銀行、北
都銀行、農協、日本赤十
字社など
※振り込み手数料は無料
　です。このほか、市役 
　所福祉支援課および総
　合支所福祉保健課でも
　受け付けています。
　お問い合わせ　市福祉
　支援課（☎24－6315）

たの
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